
PricewaterhouseCoopers 1 / 1

SEC の調整表についての発表

SEC は、先月、外国登録企業（FPI）がファイリングする IFRS 財務諸表について、米国会計基準（US GAAP）との調整
表の作成を免除する提案を行い、また米国企業による IFRS の使用を検討すると発表しました。

SEC は数ヶ月内に、IFRS における財務報告の受入に関する一連の手続きを進めると発表しました。

調整表の要求の削除

SEC は、外国登録企業がファイリングした財務報告において US GAAP への調整なしで IFRS の使用を認めるという、SEC 規則の変
更を要求する草案を発行する予定です。2009 年までに IFRSとUS GAAP との調整を削除する動きは順調に進んでいると SEC は述
べています。

調整表の削除は、「完全な IFRS」による財務報告－すなわち「IFRS準拠についての無条件の陳述書」を発行することができる財務報
告にのみ適用されます。IFRS 準拠についての陳述書は、完全な IFRS と同様にそれと相違がないかぎり規制機関によって承認され
た IFRS についても参照することができます。今回の提案では、準拠についての無条件の陳述書を作成できない企業については継続
して US GAAP への調整表を求める予定です。すなわち、SEC に登録している外国登録企業が、IASB が公表する IFRS を使用して
いる場合にのみ調整表の作成を免除するというものです。

また、先月、ブッシュ大統領、メルケル独首相、バロッソ欧州委員会代表よる「欧州連合と米国における還大西洋経済統合を進めるフ
レームワーク」に関する発表において、調整表の作成を免除する提案の発表がありました。当フレームワークでは、2009 年もしくはそ
れより早い時期に、両管轄区域において US GAAP および IFRS が調整することなく認められるための条件の確立を促進し模索して
いくことが優先プロジェクトの一つであることについても相互に確認されました。

SECは、米国発行企業にも IFRSにより財務諸表を作成することを認め、米国内の登録企業と外国登録企業を同等に扱う「コンセプト
リリース」の公表も予定しています。

「コンセプトリリース」は規則の提案ではなく、SECが検討を進めるための見解を求めているにすぎません。過去にも、SECは2000年
に US GAAP と調整せずに IFRS を使用して財務諸表を作成する企業の受入についてのコンセプトリリースを公表しています。これは、
7 年を経た現在においても検討中です。

IFRS News
May 2007



お問合せ： あらた監査法人（広報）

〒108-0014
東京都港区芝浦4丁目2-8
住友不動産三田ツインビル東館13階
電話:03-6858-0179（直通）
メールアドレス:aaratapr@jp.pwc.com

あらた監査法人は、世界 149 ヶ国 771 の都市に 14 万人以上のスタッフを擁するプライスウォーターハウスクーパース(PwC)のメンバーファーム
です。PwCのメンバーファームとして、会計及び監査においてPwCの手法に完全に準拠した国際的なベストプラクティスを採用し、PwCのグロー
バル·ネットワークで培われた経験、専門知識、リソースを最大限に活用し、日本において国内企業および国際企業に対して、国際水準の高品質
の監査を提供していきます。
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